
筆使い（漢字）
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画
の
長
さ

1

1

2

2

五
年
生
ま
で
の

「
た
い
せ
つ
」
の
ま
と
め

筆使い（平仮
が

名
な

）

「
折
れ
」

「
止
め
」

「
は
ね
」

「
結
び
」

「
曲
が
り
」

「
は
ら
い
」

ぴ
ょ
ん

3

6 2

5 1

4

ぐるうり

横結び縦
たて

結び
すうっ

ぴ
た
っ

ぴ
た
っ

ぴ
た
っ

字の形

始
筆

送
筆

終
筆

「
横
画
」

「
折
れ
」

「
左
は
ら
い
」

「
縦た
て

画
」

「
右
は
ら
い
」

14

16

19

15

20

「
反
り
」

22

「
曲
が
り
」

21

は
ば
を

せ
ま
く
し
て
、

ゆ
ず
り
合
う
。

高
さ
を

低
く
し
て
、

ゆ
ず
り
合
う
。

「
に
ょ
う
」
の
「
右
は
ら
い
」
が
、

中
の
部
分
よ
り
右
に
出
る
よ
う
に

書
く
と
、
字
形
が
整
う
。 中

の
部
分
を

右
に
寄
せ
る
。

中
の
部
分
を

小
さ
め
に
書
く
。

「
左
右
」

「
か
ま
え
」

「
に
ょ
う
」

「
上
下
」

「
た
れ
」
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2426

1 2

1
2

画
の
方
向

筆
順
と
画
の
付
き
方

間
が
だ
ん
だ
ん

せ
ま
く
な
る
よ
う
に
書
く
。

31 30

書
く
と
き
の
速
さ

筆
記
具
の
選
た
く

3233
点
画
の

つ
な
が
り

34

行
の
中
心
と
字
間

文
字
の
大
き
さ

用
紙
に
合
っ
た
文
字
の
大
き
さ

行
の
中
心
を
そ
ろ
え
、

字
間
を
同
じ
く
ら
い

空
け
て
書
く
。

平
仮
名
や
画
数
の

少
な
い
漢
字
は
、

小
さ
め
に
書
く
。

用
紙
全
体
の
大
き
さ
と

文
字
数
を
考
え
、

書
く
前
に
文
字
の

大
き
さ
と
配
置
を
決
め
る
。

353637

「
右
上

は
ら
い
」

18

「
点
」

17

先
に
書
い
た
画
が
出
る
。

メ
モ
を
取
る
と
き
は
速
く
正
確
に
、

手
紙
を
書
く
と
き
は
ゆ
っ
く
り
て
い
ね
い
に
な
ど
、

書
く
速
さ
は
、
場
面
に
よ
っ
て
変
わ
る
。

筆
記
具
の
特
ち
ょ
う
を
ふ
ま
え
、

場
面
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

速く正確に

ゆっくり
ていねいに

日常に生かす文字の配列

1

2

3

筆
順

画
の

付
き
方
と

交
わ
り
方

点
や
画
の
方
向

8

11

91012
点
や
画
の
間

同
じ
く
ら
い

空
け
る
。

「
横
画
」
は

一
つ
だ
け

長
く
書
く
。

はなれる付く交わる

組み立て（点画の組み立て方）
1

2

3

1 2 3

1

4

2
3

1

4

2

3

筆
順
に
は
、

い
く
つ
か
の
決
ま
り
が
あ
る
。

先
に

書
い
た
画
が

短
く
な
る
。

筆
順
と
字
形

29
字
の
形

7
字
の
中
心

13字
の
中
心
に

気
を
つ
け
て
書
く
。

組み立て（部分の組み立て方）


